
 

学 校 名 等 笠松町立笠松小学校  

実 施 日 時 令和３年７月２８日（火）①午前１０時～、②午後１時～、１時間程度 

会 場 笠松小学校 講堂 

参 加 人 数 午前 9家族 午後 10 家族 

学習課題（分野） ３R夏休み親子学習 牛乳パックでキャンドルシェード作り  

社会のルール・おもいやり・自制心 

運営者の願い 

昨年からコロナウイルス感染防止のために会合は行っていない。今年は集ま

っての家庭教育学級を行おうと考え、感染防止対策を取ったうえで、学びのある

会を開こうと考え、３Ｒについての学び、親子での活動を考えた。委員会が開けな

いので、委員長・副委員長での計画立案を進められた。 

学 習 の 内 容 

＜会場と感染症対策＞ 

会場はエアコンが効く広い講堂です。１回１５組定員で２回実施です。受付では母親委員と子どもも

参加し、参加者に消毒・体温 測定・受付の手順を確認、家族がレジャーシートごとに座るようにしてい

ます。 

★約束：コロナ対策 ①作業はレジャーシート上で②道具は持参、交換などでの接触を避ける。 

③換気とマスク着用、水分補給水筒持参 

＜学びの場面＞ 

「３Ｒと SDGs ってな～に」というプレゼンを紹介。３Ｒ（リデュース：ゴミそのものを減らす・リユース：

繰り返し使う・リサイクル：再利用する）と SDGｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ：持続可

能な開発目標）についての説明もリハーサルを記録したスライドショーを作成して紹介しています。 

キャンドルシェードの作成手順の提示も委員で行っています。 笠松町では 10 月からごみの収集法

が変わることを押さえながら、環境に配慮するように呼びかけました。 段ボールコンポストの紹介及び

夏休み中の３Ｒの呼びかけポスターの呼びかけ提示も配付されました。 

＜作り方説明、移動黒板と配布資料＞ 

牛乳パックを切って開いて、 端からビニール面(印刷面)をはがすと簡単にはがせます。 その後、作り

たい大きさに切ったり、割いたりします。持参した、折り紙や、包装紙やシール等で飾り付けたり、色鉛

筆で描いたりして、 仕上げていきます。完成後、並べて明かりに照らしてみて楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 

●子ども 

・光るのが楽しかった。すきなものが貼れた。 

・選ぶのが楽しかった。作っているときが楽しかった。 

●保護者 

・コロナに気遣っていただき、親子で参加できるイ 

ベント開催していただきとてもうれしかったです。 

とても素敵なキャンドルができ、楽しく制作できま 

した。作り方もとても簡単で３R や SDGs のお勉 

強もできてよかったです。 

・親子で作品を作る機会もなかなかないので、楽し 

んでできました。2 人でアイデアを出し合って作っていく過程がよかったです。子どもきちんどうしたら 

いいかの意見を言っていたので、自分のアイデアも取り入れて満足な作品ができたようです。 

・初めての試みでしたが、事前のお知らせや準備をとてもしっかりされて安心して楽しくできたと思いま 

す。本当にありがとうございます。 

 

 

体験活動参加型＋講演会型（小学校） 

家庭教育学級としての学びや親

子の時間を作りたいと、色々調べら

れて、自作して試されたり、お店を

回って材料を探したり、感染防止

対策をどう進めるかを考え、学校

やPTAの中で相談されて、実施さ

れています。  

学びのためのプレゼンが短時間

でまとめて伝えられるように作成さ

れています。参加者の皆さんが今

回の準備に感謝されているように、

よく工夫、準備がされています。牛

乳パックの表面を委員長さんが簡

単にはがされるのは、かなり練習さ

れたと思い、どうしたら参加者が上

手くできるのかを考えられていたと

いう事が分かります。委員さん方の

研究等、熱心な姿勢が素晴らしい

ですね。 

別紙様式１ 

プレゼンを見ながら親子で 
「３Ｒと SDGs」を学びます。 

作り方を説明する母親委員
長 

シートの上で親子で作成
中 

並べられた作品 

案内 


